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　中学校理科第1分野の授業は、何らかの物理量を実

験で測定することを中心に進められます。例えば1年生

では、物質の質量と体積を測定して密度を求めたり、ば

ねばかりを使って力の大きさを求めたりします。

　この際、電子天秤に

表示されたデジタルの

数値を読み取ったり、

ばねばかりの目盛りの

数値を読み取ったりし

ますが、「量を測定して

いる」という意識は希薄

になりがちです。さらに、

中学校学習指導要領の「理科の目標及び内容」を見ても

「測る」ことそのものに焦点を当てた記述は見られませ

ん。しかし「測ること」と「単位を含む物理量の表現」には

密接な関係があります。物理や化学で行われる計算を、

形式的な操作に終わらせず「実感を伴った理解」につな

げるには、これらの理解が欠かせないのです1)。

　平成27年度全国学力・学習状況調査（小学校理科・算

数・中学校理科）の結果を見ると、量が関わる問題の正

答率は低い傾向にあります。また、物理量の一つである

圧力は中学生にとって理解が難しい量の一つで、その理

解には単位を意識させた指導が必要だとする研究結果2)

もあります。こういった状況を踏まえると、中学校の早い

段階で「測るとは」「量とは」といった指導を理科の日々の

授業で改めて行う必要があると思われます。

　実は、量の測定の原理を最初に直接的に学ぶのは理

科ではなく小学校の算数です。現行の小学校学習指導

要領（算数）には「量と測定」という領域が設定されてお

り、そのねらいとして「身の回りにある様々な量の単位と

測定について理解し、実際に測定できるようにするとと

もに、量の大きさについての感覚を豊かにする」と解説

されています。例えば小学校１年で、机の天板の縦の長

さと横の長さを、鉛筆の長さを基準として（鉛筆いくつ

分の長さがあるかを）測定する活動が行われます。小学

校２年の教科書では、いろいろなものの長さをクリップ

や１円玉などを使って調べる活動のあと、長さの単位

cmが導入されています。

　物理量の測定とは、それと同一の次元（量の種類）を

持つ基準の物理量との比（の数値）、

測定対象の物理量／基準の物理量＝数値

を求める操作です。例示した小学校算数での長さの測

定も、この比の数値を求めていることに他なりません。

この基準を物理量の単位といいます。単位は、原理的に

は、測定対象の量と同じ次元を持っていれば何でもよい

のですが、それでは人により単位（基準）がまちまちにな

り量の比較が困難です。そこで国際度量衡委員会は、世

界で統一的に通用する国際単位系(SI)を1960年に採択

し、7つの基本単位を定めました。

　ここで上式の両辺に基準の物理量（単位）をかけると

（測定対象の）物理量＝数値×単位

と変形できます。つまり測定の原理に基づいて、物理量

は数値と単位の積で表さねばならないのです。ある物体

の質量を「5 kg」と表記するのは（SIでは数値と単位の

間に×を意味する空白を入れる約束があります）、5とい

う数の傍に単にkgを添えているのではありません。その

質量はkg（国際キログラム原器の質量）の5倍、すなわ

ち「5×kg」であることを物理量の測定原理に従って表現

しているのです。

　このように「物理量＝数値×単位」の表現は測定の原

理に基づいていますが、理科の授業や日常生活ではな

かなか意識し難いものです。例外的に上皿天秤は、分銅

の質量と目に見える形で比較し（国際キログラム原器の

質量kgと間接的に比較し）測定対象の質量を求めます

ので、測定原理を意識しやすい測定器具です。一度は上

皿天秤での質量測定を体験させた方がよいでしょう。

　物理量の計算には注意が必要です。物理量の加減乗

除でも、物理量は数値と単位の積として（単位をつけて）

計算する必要があります。例えば、長方形の辺の長さが

a＝5.0 m、b＝2.0 mである場合、その面積は

ab＝5.0 m×2.0 m=10 m2

と表現します。中学校理科の教

科書でも、計算式中の物理量

は一貫して数値と単位の積と

して表現されています（右図）。

　なお算数では、主に数を扱う

教科の特性上、量に関する計算

（例：道のり＝速さ×時間）では量

から数値を取り出して数値のみ

で計算し、計算結果の数値に単

位を添える方法をとっています。この方法に生徒は慣れ

ていますので、教師からの意図的な働きかけがなけれ

ば、「物理量＝数値×単位」を意識した計算を身に付ける

のは困難でしょう。「単位とは」「量とは」が教科書巻末の

資料で解説されています。早い段階で活用して中学校理

科で量について改めて指導する必要があると思います。

（北海道教育大学教授（札幌校））

～物理量＝数値×単位～
測ることと量の表現

中学校理科での量の測定1

測定と物理量2

「未来へひろがるサイエンス1」p.130
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